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BaFe2As2は、 Baの K置換によるホールドープ、 Feの Coドープによる電子ドープにより高

温超伝導が生じることが知られているが、 Asを同じ価数を持つ Pに置換した BaFe2(Asl-xPx)2 

においても高温超伝導が生じることが知られている。この系では、量子振動が観測できるくらい

純良な試料が広い Pノード領域で作製可能である。これまでの研究で、ホールドープ系と電子

ドープ系では、超伝導ギ、ヤツプはノードを持たないフルギ、ヤツプ構造を持つことが知られているが、

BaFe2(Asl-xP X)ではラインノード構造を持つことが知られている。従ってこの系の詳細なギ、ヤ、ソ

プ構造の決定は鉄ヒ素系高温超伝導体の超伝導発言メカニズムを知る上で重要な鍵となる可能性

がある。今回我々は角度分解熱伝導度測定の結果から決定した超伝導ギ、ヤツプ構造について議論す

る。この系では電子面の平坦部分にループ上のラインノードを持った、拡張 S波対称'性を持った

超伝導状態が実現していることを議論する。
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